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要 旨: [1 本PLl_ iZf品JHlの 'tJI.niこ|対する研究の-11f{ として) llJl松胞における被lJI川:の試験を行い，

そのむli~~を採取地域ごとに m~I;.2)ω7) してきたが， 本国はそれらの川県についてとりまとめたもので

ある。 ζ れらの村山から次のことが|川らかとなった。

切削J]SUC P と送り辿山:1 とのWJ 係は P=al αfl3 の克服式で友わされ， ほとんどの制Htでは ß=l

であるが，カツラ，ホオノキ，モチノキ，タブノキ，イヌブナ，アサグおよびイスノキの 7 樹轄の縦

切I'j l]の H}{i- は， ，9 キ 1 である。 lìíj， f2の尖!段式の定数 α と試験II!}の比'0: r の川には次の J20J係がみられ

た。縦切)'jIJ において， (1'" --0. 84 十 8.78 r , *ll~ 切)'jl] において， 日二 0.04 卜 3.36r， 本 11 切[刊において，

川三 6.96 118.19九万川 I'i'J な]刃あたりのJ比大j去り )1:: O. 3cm における切 lJ I]J:IT;jj'C po.3 と試験I1 li比 'E

r の J['rJ に次の|比|係がみられたの 縦切自IJ において， Po ・ 3~~O.3313.GGr ， 111'1 切í'1 IJIとおいて ， Po ・ 3'CO O.37 十

2.20r，木 L 1 切 i刊において ， PO• 3 = -4. 4-123. 42r。

jl主.íE 切)'j lけミ1' 1ーにおける{上 l二け、 1 (11 の!!l(:欠点)~Zをみると，供，;MI-~~枯J 6 制町のうち， ヒノキ，スギおよ

びアカマツは!!!(欠)，1，川、Z90% 以上を示し1U:げやすいクツレープとみるととができ， カラマツおよびグ

イマツは 70労以ドで11:Lげ川いグノレープ， アカマツおよびエゾマツはその II I/ :U のグループと考えら

れる。また{J~，iJ\J1品川iG 凶日では， ミズナラCr'J 海Jin kJ，、外は1m欠j、U十( 9096 以上で， イ U-:-.げやすい

グループであり， jl白 11.::切)'íl] jrJ は引 it~+!iJ IC:比べJXい加 p日をぶした。

1.まえか‘き

1~20 

11 本i)(J:.~品.JHの十 1:引に閃する研究は，わがIFI に j!'aする主要+MHìの利m 1..の tJ":tl:を明らかにすることを

Ll íl':J として， 11乃和 34 1ドから:!?林業試験Jb;ぶ 1~. ，'\ri ・ H，j2(化 γ:)\1)の JUliJ川32 として実施してきた1)。 凶Ili飽

の r& lj l] 'I"I:に iJJ するも1 日は， n日 Fll 38 1,]"'- (約 1 イ I:-U'ιr~脱出の杭;iJ) から lJ日j l] HUAおよび山下JIiliの良否を判店

五tW~とする迎 iE 切 nl]~ミ fl:の羽 11 について，):;1吹を1 j ってきた。;~)\験は i;K l良三 '-n rjj1)に従って採取された供試材

を， :'(千年 j史ごとに，)':脱 I rJ IJ~な此に分けてブ:}Jむし， そのつど J采J良地区ごとにとりまとめ市 1 +'1十~i:i\ 6 lQ2) ~7) 

に fU告してきた。本 Hiは，とれらの試験料収を総J円したも ωである。なお，これらの試験結果のパ下細につ

いては凶，;己の 1町 1;-を参照されたい。

本，\J~!投を尖施するにあたり，恕切な l山 l-i をいただいた九州大乍J~γ: :"ifS 森和、教佼，筑波大字j見学部

1']"1 11杭Ht数十三， ，F:~+JJUJIU_:_iín先日(旬、位に，:~J ぷを去するとともに，試験材のj~f乙似. )JIITて?にご|出ノJをいただい

た牝保!ij[-究主名川，多川力太郎氏(元j古川研究主{l)， 木 1'.主各行Lに感謝する。

1979年 8 月初日受11 1!

(1) 木材部

木村 3G W ood Technology 3G 
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Table 1.供 材

W ood species tested 

樹 Spe程cies 名 学 Scientifìc name 名 1lECalit-llJ1g2ro5u4 p 

一一一一一一一一一一一一

Softwood 

1. ICHII Taxus cuspidata SIEB. et Zucc. J CI/ 

2. KAYA Toγγeya nucifeγαSIEB. et Zucc. N CI/ 

3. INUMAKI Podocarρus macroJうhyllus D. DON M CI/ 

4. MOMI Abies firma SIEB. et Zucc. M C' 

5. URA]IROMORI Abies homolepis SIEB. et Zucc. H CI/ 

6. AOMORITODO乱1ATSU Abies mariesii MAST. F CI/ 

7. TODOMATSU Abies sαchalinensis FR. SCIIM. D C' 

8. SHIRABE Abies veitchii LINDL. H CI/ 

9. KARAMATSU Larix leptolepis GORD. J B 

10. EZOMATSU Picea jezoensis CARR. C B 

11. AKAEZO乱1ATSU Piceαgjelzeohe71T1iS i W1ASt. C Cノ/

12. TOHI Piceα is CARR. var. hondoensis J CI/ 

REHD. 
13. TOGASAWARA Pseudotsuga jaρonica BEISSN. M CI/ 

14. TSUGA Tsuga sieboldii CARR. M C' 

15. AKAMATSU Pinus densifiora SIEB. et Zucc. F.L ・ I A 

16. HIMEKOMA TSU Pinus pentαρhylla MAYR K c'ノ

17. KUROMA TSU Pinus thunbergii PARL. N C' 

18. SUGI Cry戸tomeriα jaJうonica D. DON N. I.G A 

19. KOYAMAKI Sciadopitys verticillata SlEB. et Zucc. J CI/ 

20. HINOKI Chamaecyραris obtusa ENDL. J B 

21. SAWARA Chαmaecyparis pisifeγαENDL ・ J CI/ 

22. NEZUKO Thuja standishii CARR. J CI/ 

23. ASUNARO 
TThhh0uu71jjdoom ρpssiis s MddAooKrJIGaNbO brrGGttGG SIEB.et Zucc. 

J CI/ 

24. HINOKIASUNARO SIEB. et Zucc. var. F C' 

Hardwood 

25. DORONOKI POρulus maximowiczii A. HENRY C c' 

26. YAMANARASHI POρulus sieboldii MIQ. C CI/ 

27. BAKKOYANAGI Salix bαkko KIMURA B CI/ 

28. ONIGURUMI Juglαns sieboldiαnαMAXIM. F CI/ 

29. SAWAGURUMI Pterocαrya rhoifolia SIEB. et Zucc. H CI/ 

30. HANNOKI Alnus ja戸onica STEUD. I CI/ 

31. MIZUME 

BEB3eeUaftfjZuUb4cl71a a maiPgcma yLOoatHsmyspAα刑hRyAoSlwIlEa zB tnSeaUt KnAa ZC UC G 
H CI/ 

32. SHIRAKANBA HEV var. 
B CI/ 

33. MAKANBA REGEL D B 

34. AKASHIDE Carjうinus laxifiora BL. H CI/ 

35. ASADA Ostrya jaβonica SARG. D CI/ 

36. KURI Cα:stα.neαcγeγlαtαSIEB. et Zucc. F C' 

37. SUDA]II CGstansoiρesbios JdCi1i 45NρtAdKαAfI αSCHOTTKY N CI/ 

var. F.L.K 
38. BUNA Fαgus cγenαtαBL. E.H A 

39. INUBUNA Fagus jaρonica MAXIM. H CI/ 

40. AKAGASHI Quercus αcufa THUNB. N B 

41. SHIRAKASHI Quercus myrsinαefoliαBL. N CIf 
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G: 秋!Jl '):J; 林局

] : K ~lf ''[_f林)，，}

M: 山知立林 );'J
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Quercus ρhillyraeoides A. GI<A Y 

Quercus gilva BL. 

。μercus acutissima CARIWTJl. 

Quercus crisρula BL. 

Quercus serrαta TJlUNB. 
Ulmus david�na PLANCH. var. j，α戸onica
NAKA! 
Zellwvα serrala MAKINO 

Morus bmnbycis KOIDZ. 

Cercidi�hyllum jaρonicum SIE゚. et ZuじC.

Magnolia obovala TnUNB. 

Cinnamomttm cαmρhora 5!EB. 

Mαchilus thunbergii 5mB. et Zucc. 

Dislylium racemosum S!E゚. et Zucc. 

Prunus jamasahura KOlDZ. 

Mααchia (l1加trensis RUPR. et MAXIM. 
var. buergeri C. K. SCIIN. 
Phellodendron amurense RUPR. 

Ilex integra TnuNB. 

Acer mono MAXIM. 

Aesculus turbinαta BL. 

Tilia jαρonica SIMK. 

Tilia maximowicziana SmRAsAwA 

Slewartia monadelρha SlEB. et Zucc. 

Kaloρωωρictus NAKAI 

Cornus conlroversa HEMSL. 

Fraxinus spaeshiαna LlNGELSIl. 

Fraxinus mωtdshurica RUPR. 
Fraximω sieboldiana BL. var. serrata 
NAKAI 
Paulownia tomentosa STEUD. 

Caslanoρsis cus戸idαta 5CHOTTKY 

Toisusu μrbαniana KIMURA 

Alnus inokwmae MUI<AI et KUSAKA 
Acacia decurrel1s WILLD. var. dealbata 
1 乱1UELL.

Alnus hirsuta TURCZ. var. sibiricα 
C. K. SCHN. 
POρulus X euramω'icαnαGU lNlER 

Larix gmelinii LEDEB. 

Ehretia ovalifolia HASSK. 

1'/: ;(1 

Scienti澈c name 
〆
ハ
，
ノ
/

42. UBAMEGASI-II 

43. ICHIIG ASHI 

44. KUNUGI 

1\ 5 , MIZUNARA 

46 , KONARA 

47. HARUNIRE 

48 , KEYAKI 

49. YA瓦1AGUWA

:)0. KATSURA 

51. I-IONOKI 

52 , KUSUNOKI 

53. TABUNOKI 

54 , ISUNOKI 

55. Y AMAZAKURA 

56. INUENJU 

57. KIHADA 

58. お10CHINOKI

S9. ITAYAKAEDE 

60. TOCHINOKI 

61. SHIN ANOKI 

6? OBABODAIJU 

63. HIMESHARA 

64. HARIGIRI 

65. MIZUKI 

66. SHIOJI 

67. YACHIDAMO 

68. AODAMO 

69. KIRI 

70. KOJII 

71 , OBAYANAGI 
7 つ KOBANO-
九 YAMA HANNOKI 
73. HUSAAKASHIY A 

組
Species 

74. Y AMAHANNOKI 

15 , ITARIYAPOPURA 

76. GUIMATSU 

77 , CHISHA 

Obih叝o 
Aomori 
Tokyo 
ﾕsaka 
Akanuma 

C : ~ \~: Jj; '~~r; 林 }"l

F : i'J ti P; 林}，，)
1 : :lj!: };~ H H ),,} 
L: 大 l以?ヨ林 )， ;j

0: 林IL\9í~?(3 ，決店主J出

B : ~IG J↓ ~I;f; 林)，，) Kitam� 

E : Pl~í fn'( 'H 林 }"l Hakodate 
H: lìíj 抗日林 J"j Maebashi 
K: 名古屋日1*};，) Nagoya 
N: 熊本付 J本 }"j Kumamoto 
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2. 試験方法

試験方法は郊 1 報に報告しているが，その概要を次に示す。

2-1 供試樹種

供試樹種は，日本産主要樹屈の性質 lと関する研究計四1)にもとづいて採取された 74 樹極 (Table 1) の

うち，ウノfメガシ (42)，コノすノヤマハンノキ (72) ， フサアカシヤ (73) およびヤマハンノキ (74) の 4

樹極をのぞき，また本計画によらないで入手したイタリヤポプラ (75) (当林業試験場亦沼試験地産)，グ

イマツ (76) (旭川営林局管内産〉およびチシャノキ (77) (熊本営林局管内産〉を加えた 73 樹極である。

なお，アカマツおよびスギは 3 産地から， ミズナラは 4 産地から，ブナは 5 産地からそれぞれ採取した。

採取計画では，採取樹極をその利用の度合によって A， B, C' および Cノ/に区分 (Table 1) して採取し

ている。木試験では，これらの各樹種グノレーフ。について次のような試験を行った。

A および B 樹種グノレープ

縦切ì~U，横切削および木口切削における切削抵抗試験および適正切削条{午を求める試験

C' 樹種グノレーフ。

縦切削，横切削および木口切i刊における切削抵抗試験

C" 樹種グノレーフ。

縦切削における切削抵抗試験

2-2 試験片の作製

2-2-1 切削抵抗測定用試験片

比重 5~q 定用 ID\: 験 rc

比重;員11 定用言文男まtJT.

45 士 20

\上

木口 1刀月Ij試験村
Cross cut test piece 

比重頂11 定用訳買手tJt
20 

横切月1\訊験材
Transverse cut test piece 

合71憶測定用1刀庄の木取リ
Moisture content test piece 

単位 mm

Fig. 1 切 tílJ 抵抗試験片寸法

Dimension of test piece for measurement of cutting force. 



II 本店主!日H0J，f[[の tl二位 1 " 1'1民鈎における被l'lリ↑止について(日 7 、~U) OD -- 5 -

品供試丸太から木l以り ILl) にしたがって ， P~L さ 6Cl1lに製材しただらびき似を，天然位保および最~":Jli;;L

1st 50
0

C で合点本 10;ぢを口問!に人:L乾燥を行い，これらのひき板から切)']リ而が泊まさ(切 )']llIúi と年!愉の J安

保のなす灼皮が 45 士 20 0) となるものを;'Eび， Fig. 1 Iと示す形状・寸法の縦切l'llj および木口切削}目の試験

jTを作製した。も111切削m試験片は， )I}~ さ 4cm の川似から作製した。 Table 1 1，乙示す段収区分 A， B およ

び C' 樹和グノレープについては， 縦凶j'jlj ，机切j'j lj および本 l-j ljJJl刊川の 3 1"Hl'iの，l;:\!投jTをそれぞれ 3 枚ずつ

in・ 9 枚， C" fM阻グノレープについては縦切削川品股)'，.のみ 3 枚作った。

乙れらの試験n- は， 主日II~ 20o
C, 山皮 6596 の恒liultLi泊iJ. :;f内で合点本 12箔を日目!に，J，'，j2!1IJ.した。比Æのむ[IJ

fLは， 各切 )J l] j氏抗試験片ごとに Fig. 1 I乙ぷす位 i吐から， 20mmX50mmX40mm の寸法の l山験)，を作

り， ljJ切1J 1']川j

J試;:\，I験投片 lに乙ついて年愉|山11 /，\沌も U測[ú定したO

切削 11与における合水本は， Fig. 1 1，と示すように， ljJJ j'j lj ， :;:~!.li免 jjíj と試験後に各i試験n~か G IlliJ~{:J 5 mm の，;;:~

験J'I~を木収り，企弘法 (1050C， 48 /1与 11 '，])で iJlIJjjごした。

2-2-2 適正切削条件を求めるための l出l決n-

Table 1 に示す A および B 制極ク、、jレープ(11 制極〉とグイマツ (76) について， jJíj;JêのJ1 さ 6cm の

人，.):志保しただらびき fN (片さ約 2 m) を -jとJDJIIUJL験主内で，U，'ö2!lIl したあと， )I~[ さ 30 mm  X IIJr;� 60 mm  X 

長さ 500mm の寸法の試験)'，を fl 製した。ljJJ)刊jlH'L測定}]j試験片と I !lji>~リ乙切削jIijが!J}まさ 1(li となるよう

に木取り， 木表HlÎおよび水必 Lúiを切 )Jl]するための試験J'r-をそれぞれ 50 枚ずつ， 11 ‘ 100 枚作製した。 また，

同時に 30mm  X 55 mm  X 50 mm の試験)'rを fl: り， 切削試験j 「と[司/I !j l，と，Jiâ2!1IJ.して比豆を川〉とした。木町l傾

斜 5f] は!山峡J'r"の{l[lJjúiで， 切 ;'j l] Lùi と木J'I!.)JIÎリのなすjfJ 山:を側広した。介点本は， Kett 1i;- ;J'(本， :1- (9;1つは可極)

を川いて測定した。

2-3 切削抵抗の測定

切削抵抗の測定は， Fig.2 1，こええすように，刃先に力uわる切 )'jJJ抵抗(半分jJ) をトノレクメーターで検出

力ッターへ"ノド
Cutter head 

Fig. 2 切 ì'Jl] 抵抗 8lÚ Æ 波山

Block diagram of measuring apparatus of cutting force. 
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し，ストレンメーター，アンプを介してペン書きオッシログラフに記録させた。測定は各試験片の送り速

度ごとに 3 回ずつ行い， 1 [日l ごとに 20 個のトノレクピーク値を求め (Fig. 3) , 計 60 個の平均値(木口切

削試験では，各送り速度ごとに 2 凶， 1 ITII について 20 個ずつ計 40 個の平均値)を切削抵抗に換算し， 1 

刃あたりの送り量 f (cm) と単位切削幅あたりの切削抵抗 P (kg/cm) の関係を示す実験式， p=α十αP

の定数 a， α および β を決定した。切ríiJ条件は次のとおりである。

カッターヘッドの ~I転数: 900rpm, 切ìJiJ円直径: 170mm, 切削jワ: 56 0 , 刃先角: 40 0，刃数 (4 枚

セットしたうちの有効刃数) : 1 枚， ナイフの材質: SKH 3, 切i刊深さ: 2.0mm, 哀刃先端からナイフ

先端までの距離: 3. 5mm, 1 刃あたりの送り量: 3.3mm, 4.4mm, 5.5mm, 6.6mm および 7.7mm

の 5 条件。

2-4 適正切削条件を求める試験

Table 1 の A および B 樹紐クーノレーフ。とグイマツについて，切削角と 1 刃あたりの送り量をかえて切f'j1]

し， その切 ]11]面の品質から 1!~欠点切削面数を求め，無欠点率 y C1n~欠点切削百数÷全切fj1]而数 x 100) を

求めた。乙の無欠点率が 90% 以上となった切削条件(切f'jIJ灼および 1 刃あたりの送り量)，あるいは， 1m 

欠点率が 90% 以下の場合には最大値を示したときの条件を適正切削条什:とした。切ì'jU条件は次のとおり

である。

カッターヘッドの回転数: 6, 180rpm，切削円直径: 130mm, 刃数 (4 枚セットしたうちの有効刃数〉

: 1 枚，ナイフの材質: SKH 3，切削角: 56 0 , 66 0 , 76 0 および 86 0 の 4 条件， 刃先灼 : 40 0 , 50 0 , 600 

および 700 の 4 条件， 1 刃あたりの送り量: O. 7 mm, 1. 4 mm , 2. 1 mm, 2. 6 mm および 3.0mm の 5

条件。

3. 実験結果

3-1 切削抵抗試験

単位切l'JIJI幅あたりの切削抵抗 P (kg/cm) と 1 刃あたりの送り量 f (cm) の関係における実験式，

P= α十α戸の定数 α， α および β の値を求め，縦切ìjlJ試験については Table 2 に， *J~ 切削試験について

は Table 3 に，木口切削試験については Table 4 にそれぞれ示した。

1) 1 刃あたりの送り量 f (cm) と単位切削|附あたりの切削抵抗 P (kg/cm) の関係式 p=α 十α戸に

おいて，大部分の樹極においては β=1 の直線式を示した。この実験結果の例(スギ、 18G) を Fig.41乙

示す。

2) 上記の実験式において， βキ 1 の指数曲~~誌を示したものは， カツラ (50D)，ホオノキ (51 D) ，モ

チノキ (58N)，タブノキ (53N)，イヌブナ (39H) ， アサダ (35D) およびイスノキ (54N) の 7 制和

の縦切削のj易合である。 ζ の尖験結果の例(モチノキ 58N) を Fig.5 に示す。なお， Table 2 に jJえし

た主従切削誠!換結果のうち， ツガ (14N) ， モミ (4N) ，セン (64D ), ミズメ (31H) およびブナ (38K)

の 5 樹極についてはi試験値のバラツキがとくに大きかったので， tilì足試験を行い，その他を用いた。

3) 本実験の qむ四において， 上記の実験式のど数 α と試験日主における比illr の|目には， 次のような関

係がみられた (Fig. 6) 。

i ) 縦切 i刊 μ式験において， α=-0. 84 十 8.87 r (相関係数 R=0.739) 。

ii) 横切削試験において， αニ0.04+3.36 r (R=0.511) 。
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Table 2. (つづき) (Continued) 

林業試験場研究報告第 312 号
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Table 3. (つづき) (Continued) 

羽年「輪idt幅h 
樹 種 記号制 M含o水is-率 S試比pe験ci時重fic 

ture 
of α*2 

Species Mark I content 
annual gravity 

(%) 
rmg at 
(mm) cutting 

シナノキ Sinanoki 61C 10.7 1.7 0.49 1. 04 

トドマツ Todomatsu 7D 11. 1 4.4 0.41 0.60 

アカマツ Akamatsu 151 13.4 2.6 0.53 1. 00 

クロマツ Kuromatsu 17N 12.1 5.3 0.58 0.30 

フ ナ Buna 38K 12.4 1.8 O. 70 1. 90 

ト ウ ヒ Tõhi 12 J 11. 9 1.0 o. 44 0.80 

ブ ナダ Buna 38H 1.5 0.61 1. 90 
オオノイボ イジュ

62C 10.4 1.5 0.47 0.97 
Obabodaiju 

ヤマナラシ Yamanarashi 26C 11. 8 • 2.3 0.51 1. 22 

ケヤキ Keyaki 48H 13.1 1.6 0.61 1. 18 

マカンノ-{ Makanba 33D 12.6 2. 3 0.71 1. 90 

ヤチダモ Yachidamo 67D 11. 9 2.0 O. 66 0.60 

ミズナラ Mizunara 45D 11. 5 ! 1.4 O. 72 0.35 

イチイガシ Ichiigashi 43N 10.9 3.2 0.81 1. 10 

ク リ Kuri 36F 14.3 2.3 0.58 1. 24 

タブノキ Tabunoki 53N 11. 1 2.0 0.69 1. 20 

アカガシ Akagashi 40N 11. 5 2.1 0.95 1.25 

ミズナラ乱1izunara 45F 12.0 1.3 0.69 1. 50 

ハノレニレ Harunire 47C 11. 1 2.4 0.55 0.94 

シオジ Shioji 66H 11. 8 2.5 0.55 1. 00 

フ ナ Buna 38E 10.4 2.1 0.64 1. 25 

ミズナラ Mizunara ! 45 C 1.2 0.67 0.83 

イスノキ Isunoki I 54 N 11. 9 ! 1.4 0.93 1. 50 

13.4 1.9 0.63 1. 70 

イタヤカエデ Itayakaede I 59 D 10.6 1.5 0.66 0.90 

ブナ Buna I 38L 13.1 1.6 066I 190 

*1 Table 1 参照。 See Table 1. 

*2 Table 2 参照。 See Table 2. 

Table 4. 木口切削 fl~ jj'L 

Cutting force in cross cutting 

樹 fﾆ 

1l 「 u ldPLl Species Mark ntenfannual gravity 
C0(96〉 rm・ g I at 

(mm) I cutting 

ス ギ Sugi 0.42 0.90 

ス ギ、 Sugi 181 12.0 2. 7 o. 37 1. 68 

キ リ Kiri 69H 10.8 5.3 0.29 1. 19 

、ソ ガ、 Tsuga 14M 12.0 1.5 0.54 3.74 

ス ギ、 Sugi 18G 11. 8 3. 5 0.34 0.40 

ホオノキ Hõnoki 51D 10.9 3.3 0.46 2.40 

α本2 β*2 PO.3*2 

(kgfcm) 

1. 21 1. 00 1. 40 

0.40 1. 00 O. 72 

1. 04 1. 00 1. 31 

0.35 1. 00 0.41 

2.88 1. 00 2.76 

2.26 1. 00 1. 48 

3.12 1. 00 2.76 

0.93 1. 00 1. 25 

O. 79 1. 00 1. 46 

1. 57 1. 00 1. 65 

3.14 1. 00 2.84 

1. 35 1. 00 1. 01 

2.25 1. 00 1. 03 

2.69 1. 00 1. 91 

0.83 1. 00 1. 49 

3.02 1. 00 2. 11 

4.18 1. 00 2.50 

1. 80 1. 00 2.04 

2.04 1. 00 1. 55 

4.21 1. 00 2.26 

2.59 1. 00 2.03 

2.30 1.00 1.52 

1. 70 1. 00 2.01 

3.75 1. 00 2.83 

3.60 1. 00 1. 98 

2.58 1. 00 2.67 

(kgfcm) 

11. 89 1. 00 4.47 

12.27 1. 00 5.36 

6.68 1. 00 3.19 

10.65 1. 00 6.94 

10.97 1. 00 3.69 

9.00 I 1. 00 5.10 



Table 4. (つづき) (Continued) 

日木j主主主i樹脂の目白 rrrl松鉛における被IJリ性について(第 7y日) 0/) 
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*1 Table 1 参照。 See Table L 

*2 Table 2 ~5照。 See Table 2. 
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Il ，1.: Qr主要 i0H"TIの tlJ!1 [III'I~鈎における被lJIJ'f/U乙ついて(市 7 '(12) (llD - 13-

iii) 木口切削試験において， α= -6. 96 十 48.19r (R=0.833) 。

4) ["1転飽の切)JIJ条件のうち被lJI]材の JL;り辿皮は作業施本およびJJlll'. l( liの /11\ 1'1，すなわち， 1L: L け守口Tiの

火)\1、し tll さ，ナイフマークなどに深い[1}0]係があるが，ナイフマークのまi二存 liV(II't'，\ (llJあたりのj去り日)

は実用[内には 3mm T:'Il!史である。との乙とから 1 刃あたりの送り:~: 0.3 cm の 11 、I の切l'í IJf氏jjcを尖川的な自立

として求め， Table 2~4 に /J ，;したのとの 111'( (Po . s) と，).:!.~免lI !j'比 ，0: r との [1\] 1ζj欠の関係がみられた (Fig・

7) 。

i ) 縦切)JIJ 試験において， po . 3 =0.33十 3.66 r (相関係数 R=0.726) 。

ii) Wl 切lJ lJ試験において， Po ， 3=0.37十 2.20r (R=O. 543) 。

iii) 本日切 lJ rJ ，山投において ， Po . s =-4.40+23.42r (Rニ O. 937) 。

5) 1 刃あたりのj去り iitが 0.3cm の 11 ，'j' の縦切口IJ における切l'í1] 1氏 jj'c 1[1'(を次の )1U'íi'で 5 [;同級に分け，供品

73 樹極を分J~[[ し Table 2 iこ示した。
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1: ~1. 5 (kgfcm) 

n : 1. 6~2. 2 (kg/cm) 

m : 2. 3~2. 8 (kg/cm) 

町: 2. 9~3. 4 (kgfcm) 

V : 3.5 (kgJcm) ~ 

3-2 適正切削条件を求める試験

適正切削条刊二をとりまとめ Table 5 に示した。切)jリ角および 1 刃あたりの送り量と無欠点率(無欠点

切削面の出現率〉の関係についての針葉樹(スギ、 18G) の例を Fig.8 I乙，広葉樹(ミズナラ 45D) の

例を Fig.9 にそれぞれ示す。

L 

PO.3 

*-口切月11
Cross cu廿 Ing

PO.3=-L..L.O +23.L.2 � 

0.4 0.5 

3刀角1\時比重了
Speci.fic gravity at cutt�g 

Fig.7 切削[lc!j:比重 (r) と ， f=0.3 の切削抵抗 (PO.3)の関係

Relation between speci凸c gravity at cutting (r) and cutting 

force at 0.3 cm of feed per knife (Po.s). 

X 
54N 



11~';Jè(主 ~f枯Jf'F の↑fl :j~'I Illlll~ ili'l'dにおける被 ì'jrj'["JJとついて(お 7 '1ゆ(lIU

Table 5. Ullむ切 i刊における山松山jの迎正切削条1' 1

Optimum cutting condition for species tested in rotating knife cutting 

辿 k 条件
Optim山n "~uttir{g condltion 介水本

I Moisture 
l 刃あたり I 11日欠点本 | U L 

切川 ffjl の山泣 Ili問umyl content at 
C~!~\~g V}~~~~{ ~~r L ;t~ï~~~'-~ cuttin江

εle|knife l piece 
( 0 ) /~::~-.~ ¥.-¥ 

(mm) (巧)

;W 

Species 

カラマッ l ハ T I / / 円円
Karamatsu ノ J I v v  ". V 

グイマッ '-/t'" にど | 勺 1
Gωu山1

エソ 7 ツ l ハ" / |じ!J6 0.7 Ezomatsu I .vv  I v v  

I15F i 06,,,66 i , 1.1 

56 I 0.7〆、ノl.tJ

アカマツ |τT I 一 |唱 噌
Akamatsu ょ υ1 1 00 よ L

1

15L 
I 66 I 

l川 56 I 

日 56 2.1 
スキ I 18 T I 

Sugi 品 66 0.7 

56 2.6 
18N I 

66 I 2. lr~2. 6 

ヒノキ!司円 T I 56 2.5 

Hinoki … 66 2.5 

56~86 0.7 

I 38 E I h r ~ r 

I 7γ二亡γ8出6 l 2 J 

ブ ナ |一一一一一1| 

Buna I ~~__ I S6r--66 i O. 7--r2. 1 
38H I 

76 0.7ハ~1. 4

/
O
/
O
/
O
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O. 7ヘノ1. 1
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'
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J
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吐
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0
.

し
一

アカガシ
Akagashi 

97 ， -~100 

92 

96へノ 100

95~97 
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89 

90-~100 

l …5 

98~rl00 

99-~100 

97---100 

98 

92 -,98 

96 

67 

7ヌ

/9 

87 

98 

- 15 ー

回Jì刊 II ,'j'll::. iTc 
, I 木]川.~斜 f[J

Specif� 
grav咜yat 
cutting 

(96) 

11. 0-- ノ 13.4 I O. 50r ,,0. 61 
(12.0) (0.55) 

9.3へ-1 1. 0 I O. 59r~0. 78 
(10. 1) (0.68) 

8.9 〆 --9.7 I 0.4ヌ~O. 16 
( 9.3) (0.15) 

9.2-' ノ 11.2 I 0.11 〆 ~O. 63 
(10. 1) (0.50) 

9.6 〆 --10.9

( 9.9) 
0.17---0.67 

(0. S7) 

9.0~ 1O.5 

(10.0) 

10. 2~12. 3 
(11. 0) 

9. 8~1 1. 8 
(10.3) 

8.5シf叶\

( 9.5) (0.68) 

8.5へノ 10.9 '1 0.88〆 _r 1. OS 
(10.2) (0.9S) 

Slope of 
gram 

( 0 ) 

O. 5ヘノ 5.0
(2.0) 

Or~5 

(1. 8) 

1. 5へノ9.0

(4.8) 

1. 0へJ5.0

(2. 7) 

l ヘノ12.0 
(3.9) 

。ヘノ7.0

(2.8) 

2. Or~10. 0 
(4.7) 

O'~15. 0 
(5.0) 
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Table 5. (つづき) (Continued) 

合水率
切削時比重 木理傾斜角

乱I[oisture北J fm 

Igリut削tin角|g||1伊ppJ官npγr官()f r1p ::lγ y Species 

ミズナラ
乱i[izunara

4K|76i  

cutting I gravity at 
~l;:r ~ I ~ cu tti~g 

pIece 
(%) 

ケヤキ I AO円 56 1 0.7"'-'1.4 1 91 ",-,95 1 8.6"'-'11. 7 1 0.51"'-'0.67 1 
Keyaki I "IU .o. I 6607  93 I (9.6)I (0. 59) I 

Slope of 
gram 

( 0 ) 

タブノキ九つ-.TI 56",-,76 0.7 100 18.0"'-'11.210.54"'-'0.7913.0"'-'18.0 
Tabur叫d 1 vvl'< 1 86 I 0.7"'-'14 I 9o ( 9.6) (0. 66) 1 

ヤチダモ
Yachidamo 1. 4へ>2. 1 

2.6 

7"'-'100 I 10.5"'-'12.5 I O. 62~0. 74 I 1. 0~14. 0 
97~100 I (11. 4) (0.67) (3.9) 

97 

1) 供試針葉樹 6 tliJ屈の 1m欠点をみると， ヒノキ (20 J) , スギ、(18G ， I, N) およびアカマツ(15

1 , L) は， 909ぢ以との値を示し，加工百が良好で仕 1- げ、やすいグルーア。である。

2) カラマツ (9 J) およびグイマツ (76) は， 無欠点率が約 70% とかなり低い値を示し， 仕とげ難

いグノレープである。

3) アカマツ(15F) およびエゾマツ (10C) の無欠点率は約 80% で前記の 2 樹fill ク勺レープの中間の

値を示した。

4) 1) に示す樹店は， 切 1J I] ftJ ， 送り速度の使用可能な条件が広く， 仕上げ目的に合った切削条件がと

りやすいといえる。

5) 供試広葉和r6 樹車Rについてみると， ミズナラ (45F) 以外は， 1!!~欠点率 90% 以との切 IjlJiliîが得ら

れた。

6) 針葉樹の適正切削角は 56 0 ， または 66 0 の泊四であったが，広葉樹の場合は，切削角が大きな条件

で良好な切削而が得られた。これは針葉樹より逆日ぼれが発生しやすく，これを防止するために大きな切

削角が有効であると考えられる。
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Il 本産主要樹磁の性質 問il~飽における被削性について(第 7 報) (庄〉 - 19 ー

4. あとかき

11 木産主要1M和 lこ関する研究の-1);1として l173f1138 年度より [liPI~飽による彼門IH'[:.試験を行ってきた。そ

の結果は，これまで採取地域ごとに報合してきたが，木版はそれらの結果についてとりまとめを行「たも

のである。

切削H~i)'r:試験においては，一店以Jl刊条件下における刷和!日lの相児が IJJJ らかになった。切 ]jl]l1U;'r: 1と )j~ ~~~~I~す

る諸囚子，たとえば，切 ]jlJ)il何，切 )jlJ深さ， *JIH:(í~のブJIÎlj (IIu'i 11 ，逆 1 1，なわ [Cl'~n および年愉などについ

ては未検討なのでさらに検lトIする J必要があろう。

適正切 ]11J 条{'!:を求める，:)':.1換においては， lJJlJI] lfiíにプ凶する欠点を判定)古市としたJ訪介に， ;H県出・広葉

樹ともそれぞれ適正なlJJ]jlJ 条刊:が存在すると与えられる。さらに， との適 i F.条flニにおける刃先のユj'命を|リ]

らかにすることが必要であろう。
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Properties of the Important Japanese Woods 

Cutting Properties by Rotating Knife (VII) 

Cutting properties of 73 Japanese wood species 

T�u HOSHl(1l 

Summary 

The cutting force and optimum cutting conditions in rotating knife cutting were obtained 

for 73 species grown in Japan. Species tested were shown in Table 1. The following tests 

were conducted for each group of species. 

A and B group : measurement of cutting force in longitudinal, transverse and cross cutting 

and determination of optimum cutting condition. 

C' : measurement of cutting force in longitudinal, transverse and cross cutting. 

C" : measurement of cutting force in longitudinal cutting. 

The results were summarized as follows; 

1) The relation between cutting force per cutting width P (kg/cm) and feed material 

per knife j (cm) could be expressed by an empirical formula P=α十αjß. The constant a， α 

and βwere shown in Table 2 (longitudinal cutting) , Table 3 (transverse cutting) and Table 

4 (cross cutting). The cutting force increased linearly as increasing of feed with the exception 

of Katsura, Hõnoki , Motinoki, Tabunoki , Inubuna, Asada and Isunoki. In above case, the 

constant value βbecame 1. 

2) The relation between the constant αin p=α+αjß and specific gravity r could be 

expressed by following equations. 

α= -0.84+8.78 r (correlation coe伍cient R=0.739) (longitudinal cutting) 

α=0.04十 3.36 r (R=0.511) (transverse cutting) 

α=-6.96十 48.19 r (R=0.833) (cross cutting) 

3) The relations between the cutting force at the feed per knife of 0.3 cm PO•3 and speci五c

gravity at cutting r could be expressed by following equations. 

po.3=0.33+3.66r (R=0.726) (longitudinal cutting) 

po.3=0.37 +2.20 r (R=0.543) (transverse cutting) 

PO.3= -4.40 十 23.42 r (R=0.937) (cross cutting) 

4) The optimum cutting conditions were determined for several species by the cutting 

defects on cut surface as shown in Table 5. 
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